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グ
ロ
ー
カ
ル
の
時
代
に

教
頭

二
石

政
彦

先
日
、
熊
本
県
立
大

学
の
石
橋
敏
郎
教
授

の
「
人
を
育
て
る
。
」

と
い
う
講
演
を
聴
き

ま
し
た
。

先
生
は
阿
蘇
の
小
学
校
で
同
級

生
は
十
人
、
複
式
学
級
で
育
っ
た

そ
う
で
す
。
先
生
の
講
演
の
中
で

特
に
私
の
心
に
残
っ
た
言
葉
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

・
人
間
は
、
努
力
し
て
い
る
か
、

心
が
き
れ
い
で
あ
る
か
、
で
評
価

す
る
べ
き
あ
る
。

・
生
徒
に
能
力
の
差
は
な
い
。
目

標
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
差

が
つ
く
。

・
人
間
は
自
分
の
通
っ
て
い
る
学

校
の
名
前
で
見
栄
を
張
っ
た
り
自

慢
し
た
り
す
る
が
、
そ
ん
な
時
代

は
終
わ
っ
た
。

・
光
る
人
材
は
ど
こ
に
い
て
も
光

る
が
、
光
ら
な
い
人
材
は
大
学
を

出
て
い
て
も
光
ら
な
い
。

・
賢
い
生
徒
は
先
生
を
選
ぶ
。
ど

の
先
生
に
出
会
う
か
は
大
き
い
。

・
教
育
に
携
わ
る
者
が
煩
わ
し
い

と
思
っ
た
ら
お
し
ま
い
。

な
ど

先
生
は
恵
ま
れ
な
い
状
況
を
努

力
に
よ
っ
て
克
服
し
た
人
で
あ

り
、
中
高
大
連
携
で
子
ど
も
を
育

て
て
地
元
に
戻
す
構
想
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

古
仁
屋
高
校
で
一
生
の
先
生
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

う も ー れ  古 高 へ！ 
【古仁屋高校のコーナー②】10/21(日)の文化祭へのご来場有難うございました。

おかげさまで成功裡に終了いたしました。12/2（日）午後から本校で第 2 回

古高会グランドゴルフ大会が行われます。古高で盛り上がりましょう！ 

龍
山
和
彦
君(
篠
川
中
出
身)

が

ぎ
ふ
清
流
国
体
相
撲
少
年
団
体

の
部
に
鹿
児
島
選
抜
チ
ー
ム
の

大
将
で
出
場
し
ま
し
た
。
予
選

で
香
川
、
新
潟
、
沖
縄
に
勝
ち
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で

東
京
を
破
り
ま
し
た
が
、
優
勝

し
た
埼
玉
に
準
々
決
勝
で
敗
れ

文化祭に保護者特別出演 手話「オワリはじまり」 

龍
山
君
国
体
５
位
入
賞

古
高
会
講
座
に
伊
藤
憲
文
氏

第
三
二
回
古
高
会
講
座
を
昭
和
四
三
年

三
月
に
古
高
を
卒
業
し
航
空
交
通
管
制
官

と
し
て
成
田
空
港
な
ど
国
内
各
地
の
空
港

で
空
の
交
通
整
理
と
い
う
重
責
を
担
っ
て

こ
ら
れ
た
伊
藤
憲
文
氏(

秋
徳
中
出
身)

を

講
師
に
お
招
き
し
て
行
い
ま
し
た
。

伊
藤
氏
は
二
年
生
に

航
空
管
制
業
務
に
つ

い
て
御
自
分
の
経
験

を
交
え
て
話
し
て
く

だ
さ
り
、
最
後
に
努

力
す
る
こ
と
と
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
む
こ
と

の
大
切
さ
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま

し
た
。

龍
山
君
は

沖
縄
戦
で

大
将
戦
を
制
し
チ

ー
ム
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
卒

業
後
は
近
畿
大
に

進
学
し
、
相
撲
を

続
け
る
予
定
で
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

食の祭典に家庭クラブ出店 

おかげさまでマグロパパイヤ 

カレーを 100 食完売できました

広報せとうち(１４)

専門学校（24 人）：埼玉福祉（こども福祉），東京医療秘書福祉(医療秘書)，東京

栄養食糧(管理栄養士)，東京スクールオブビジネス(ITビジネス)，東京リゾート＆

スポーツ(健康スポーツ)，大阪医療秘書福祉(医療秘書)，大阪こども（こども総合），

辻製菓（製菓衛生師），九州スクールオブビジネス(トータルビューティー)，九州

観光（カフェ＆スイーツ），福岡医療秘書福祉(医療秘書)，福岡医健（歯科衛生士），

福岡建設(建築)，福岡ベルエポック美容(トータルビューティー)，麻生情報ビジネ

ス(情報ビジネス)，西鉄自動車整備，平岡調理製菓(調理師)，久留米リハビリテー

ション(作業療法)，原田学園こども医療秘書(医療福祉秘書)，神村学園看護（看護），

鹿児島第一医療リハビリ(作業療法)，加治木看護(看護)，奄美看護福祉(看護)，沖

縄ブライダルモード（ファッションデザイン） 

就 職 （ 3 人 ）：矢島鉄筋(技能士)，フロマージュクリュ(製菓)，瀬戸内町役場 

10月末現在の進路内定状況です 
４年生大学(2 人)：近畿(経営)，鹿児島純心女子(看護) 

短期大学 (4 人 )：大阪国際(保育)，鹿児島女子(生活 

科学)，第一幼児教育(幼児教育) ，鹿児島純心女子(英語) 



広報せとうち(3)       １月 4日（金） 瀬戸内町成人式       

平成24年 11月発行

発行／鹿児島県瀬戸内町議会 編集／議会報編集委員会 〒894-1592鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津23番地

★こんなことをきめました・・・・P４～５

第３回（９月）定例会  ★一般質問(９名が登壇)・・・・・P５～１１ 

★委員会活動・・・・・・・・・・・・P１１～１４

私
達
瀬
戸
内
町
議
会
（
第
１５
期
）
に
よ
る

最
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
４
年
前
議
員
定

数
を
１８
名
か
ら
１０
名
へ
と
減
ら
し
、
議
場
も

本
当
に
淋
し
い
思
い
が
致
し
ま
し
た
。
こ
の

４
年
間
少
な
い
議
席
か
ら
色
々
と
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
３
期
１２
年
、

そ
し
て
、
最
後
の
４
年
間
は
、
皆
様
方
の
お

力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
議
長
の
職
を
全
う

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
町
民
と
し
て
町
発
展
の
為

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
激
戦
を
制
し
て
当
選
さ
れ
ま

し
た
１０
名
の
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
町
政
発
展
の
為
に
力
を
合
わ
せ
、
町
当

局
に
対
し
て
は
、
一
歩
離
れ
て
二
歩
離
れ
ず

の
基
本
路
線
を
崩
す
事
な
く
、
躍
動
す
る
議

会
、
そ
し
て
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



１月 4日（金） 瀬戸内町成人式        広報せとうち(4)

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
補
助

主
な
内
容
は
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
等
経
済
対
策
事
業
と
し
て

３
０
０
万
円
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
っ
た
場
合
工
事
費
が
５

０
万
円
以
上
で
１
０
万
円
の
補

助
）
、
ヤ
ギ
被
害
防
除
対
策
に
４

７
７
万
１
千
円
、
辺
地
共
聴
施

設
整
備
と
し
て
８
４
３
万
円
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
３
億
７

２
０
３
万
７
千
円
、
特
別
会
計

赤
字
補
て
ん
と
し
て
国
民
健
康

保
険
会
計
に
１
億
円
、
巡
回
診

療
施
設
会
計
に
２
０
０
０
万
円
、

船
舶
交
通
事
業
会
計
に
３
０
０

０
万
円
の
繰
出
し
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
と
し
て
１
億

４
０
０
０
万
円
等
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

総
額
７
億
１
０
７
６
万
５
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

町
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て

旧
昴
学
習
塾
跡
地
（
古
仁
屋
大

湊
地
区
）
に
寄
り
合
い
処
せ
と

う
ち
を
開
所
す
る
こ
と
に
伴
う

条
例
の
制
定
で
す
。

集
落
集
会
施
設
等
の
整
備
に

伴
う
分
担
金
の
徴
収
条
例
で
す
。

主
な
内
容
は
、
新
築
に
お
い

て
は
、
事
業
経
費
の
８
分
の
１

以
内
、
改
築
修
繕
等
に
お
い
て

は
、
費
用
が
１
０
万
円
を
超
え

た
場
合
は
２
分
の
１
以
内
を
利

益
を
受
け
る
集
落
か
ら
、
分
担

金
と
し
て
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

主
な
工
事
内
容
は
、
道
路
改

良
延
長
Ｌ
＝
１
１
８
ｍ
、
舗
装

工
Ａ
＝
７
５
１
㎡
、
落
石
防
護

柵
工
Ｌ
＝
５
７
ｍ
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
工
Ｌ
＝
９
２
ｍ
等
で

㈱
泰
江
組
と
６
７
３
６
万
８
千

円
で
契
約
し
ま
し
た
。

町
消
防
団
（
古
仁
屋
地
区
）

に
配
備
す
る
も
の
で
㈱
鹿
児
島

消
防
防
災
と
１
９
８
６
万
６
千

円
で
契
約
し
ま
し
た
。

寄
り
合
い
処
せ
と
う
ち

設
置
及
び
管
理
条
例
の

制
定

町
道
網
野
子
節
子
線
道

路
改
良
工
事
（
１
工
区
）

契
約

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号) 

第３回定例会は、９月６日～２０日までの１５日間の日程で開かれ、決算議案 11 件、補

正予算議案 1０件、条例議案２件、契約議案２件、人事同意議案２件、その他議案４件の計

３１件の議案を審議し、それぞれ可決しました。 

 また、平成 2３年度各会計決算議案については、議長と議会代表監査員を除く８名で構成

する決算審査特別委員会（委員長 向野 忍、副委員長 鎌田愛人）を設置して審査を行い、

最終日に委員長から審査報告がなされ、意見書を町当局へ提出しました。（次頁に意見書掲載。

なお、各会計決算額状況については町広報誌に掲載のため、割愛しました。）    

主な議案の要旨は次のとおりです。 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

（
Ｃ
Ｄ
‐
１
型
）
売
買

契
約

教育委員会委員に 

榮 小知子氏 

人権擁護委員に 

嘉原 篤己氏 

集
落
集
会
施
設
等
整
備

事
業
分
担
金
徴
収
条
例

の
制
定



広報せとうち（５）      １月 4日（金） 瀬戸内町成人式 

第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
で

は
、
９
名
の
議
員
が
町
政
全
般

に
亘
り
、
質
問
・
提
言
を
行
な

い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

一
部
を
要
約
し
て
、
紹
介
い

た
し
ま
す
。

一
般
質
問
の
詳
細
に
つ
い
て

は
町
立
図
書
館
に
て
「
会
議
録
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
な
お
、
岩
井
義
照
議
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
人
の
申
し
出

に
よ
り
、
記
事
を
掲
載
し
て
お

り
ま
せ
ん
。）

議
員

防
災
に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
環
境
の
確
保
の
た
め
、
名

瀬
〜
住
用
間
の
イ
ン
ト
ラ
を
借

り
受
け
で
き
る
よ
う
、
奄
美
市
と

「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
協
定
」

を
結
ぶ
べ
き
と
考
え
ま
す
が
町

長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

町
長

こ
の
度
の
台
風
に
よ
る

道
路
災
害
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
数
日
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
し
て
、
奄
美
市
の
イ
ン
ト

ラ
活
用
に
つ
い
て
、
市
側
と
協

議
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員

行
財
政
改
革
に
つ
い

て
新
た
な
歳
入
確
保
対
策
に
つ

い
て
、
新
た
な
施
策
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長

車
検
切
れ(

廃
車)

の
消

防
車
で
あ
る
梯
子
車
・
タ
ン
ク

車
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
売

却
し
ま
し
た
。

１． 災害時におけるライフラインの確保を図るため、関係機関と協力協定を結ぶなど

万全の対策を講じられたい。 

２． 自主財源の確保を図るために、町有地等の未利用地の早期売却、貸付等を積極的

に進められるとともに、新たな目的税等の導入に向けて努力されたい。 

３． 繰出金に委ねることなく、特別会計の独立採算制に基づいた経営健全化に努めら

れたい。 

４． 国・県からの各種雇用経済対策交付金の使途については、将来において自立可能

な雇用創出等が図られる事業に活用し、地場産業の育成に努められたい。 

５． 景気対策・地域経済の活性化を図るため、更なる公共事業の導入と企業が新たな

産業へシフトできるよう情報提供等に特段の努力をされたい。 

６． イノシシ、カラス等の捕獲奨励金を増額し、駆除の徹底を図られたい。 

７． 町内のデイゴは危機的状況にある。観光資源保護のためにもデイゴヒメコバチ撲

滅の徹底（樹幹注入等による）を図られたい。 

８． 我が町の沿岸漁業の衰退ぶりは、近年著しいものがある。漁業従事者の後継者育

成、種苗の存続、燃油の直接補助を含めた各種補助事業、支援事業の充実を図られ

たい。 

９． 町民の健康増進とスポーツ振興を図るとともに、競技力向上のため体育施設整備

の充実に努められたい。 

10．給食センター及び火葬場の早期建設に向けて取り組まれたい。 

林 健二議員



           １月 4日（金） 瀬戸内町成人式       広報せとうち（6）

議
員

少
子
化
対
策
と
子
育

て
支
援
に
つ
い
て

妊
婦
検
診
や
出
産
等
に
か
か

る
、
旅
費
の
補
助
拡
充
は
で
き
な

い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

補
助
の
拡
充
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

障
が
い
者
福
祉
に
つ

い
て障

が
い
児
に
関
す
る
相
談
、
療

育
に
関
す
る
相
談
等
の
窓
口
と

し
て
、
本
町
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
で
き
な
い
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

町
長

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
や
親
子
教
室
な
ど
を
通
し
て

発
達
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
は
必
要
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま

の
自
動
車
航
送
料(

軽
自
動

車)

の
割
引
き
に
つ
い
て

軽
自
動
車
に
限
っ
て
割
引
き

制
度
を
設
け
、
運
賃
の
一
部
助
成

を
行
う
事
に
よ
り
、
車
両
航
送
台

数
の
増
が
期
待
で
き
る
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
求
め
ま

す
。

町
長

運
賃
の
改
定
や
割
引
き

制
度
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

影
響
と
効
果
に
つ
い
て
調
査
し
、

最
良
と
判
断
で
き
ま
し
た
ら
、

根
拠
を
整
理
し
、
国
・
県
と
協

議
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員

加
計
呂
麻
の
中
学
校

の
統
合
に
つ
い
て

加
計
呂
麻
島
の
中
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

統
合
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
現
時
点
に
お
け
る
教
育
長

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

教
育
長

改
め
て
加
計
呂
麻
地

区
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

諸
鈍
校
区
に
対
す
る
明
確
な
打

開
策
も
な
い
ま
ま
で
、
推
進
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員

農
業
振
興
に
つ
い

て
零
細
農
家
が
、
希
望
の
持
て

る
農
業
を
し
て
い
く
た
め
に
、

町
と
し
て
ど
の
様
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
、
い
わ
ゆ
る
、
支
援
策
が

考
え
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

農
家
の
支
援
策
と
し
ま

し
て
は
、
各
研
修
会
へ
の
参
加

を
促
し
栽
培
技
術
の
習
得
や
営

農
相
談
等
を
実
施
し
、
農
業
所

※
そ
の
他
の
質
問

◇
台
風
１５
号
の
被
害
に
つ
い
て

◇
町
独
自
の｢

育
児
助
成
金｣

に

つ
い
て

◇
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

◇
古
高
存
続
に
つ
い
て

得
が
向
上
す
る
よ
う
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
農

業
振
興
方
針
は
、
重
点
品
目
と

し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
カ

ボ
チ
ャ
・
タ
ン
カ
ン
・
パ
ッ
シ

ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
・
肉
用
牛
・
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
品
質
向
上
と
生
産

額
増
大
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
担
い
手
農
家
と
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
育
成
に
努
め
、

本
町
の
中
核
農
家
と
し
て
自
立

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

近
年
は
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
が
進
行
す
る
中
、
各
地
域
で

重
点
品
目
以
外
の
農
業
経
営
を

営
ん
で
い
る
方
々
や
様
々
な
理

由
に
よ
り
、
規
模
拡
大
が
で
き

な
い
農
家
の
方
々
が
多
数
い
る

の
も
現
状
で
あ
り
ま
す
。

議
員

災
害
対
策
に
つ
い

て
昨
年
、
一
昨
年
の
豪
雨
災
害

被
災
地
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

町
長

災
害
被
災
地
の
対
応
で

す
が
、
２２
年
災
は
全
て
完
工
し
、

現
在
２３
年
災
は
９１
％
が
発
注

済
で
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る

所
で
す
。

「
伊
須
」
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
度
重
な
る
浸
水
被
害
の

打
開
策
と
し
て
、
昨
年
度
末
に

全
体
的
な
「
予
備
設
計
」
を
行

い
、
こ
れ
を
踏
ま
え
今
年
度
改

善
に
向
け
た
「
詳
細
設
計
」
を

終
え
、
先
日
「
実
施
に
向
け
た

地
元
説
明
会
」
を
行
い
、
特
に

用
地
取
得
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
節
子
川
上
流
」
は
、
公
共

土
木
施
設
災
害
査
定
を
終
了
し
、

発
注
へ
向
け
準
備
を
進
め
て
お

安 和弘議員
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り
ま
す
。

「
孤
立
し
た
嘉
入
、
須
子
茂
、

阿
多
地
」
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
集
落
へ
の
連
絡
道
、
町
道

２
路
線

１２

箇
所
中
（

１１

箇

所
）・
林
道
２
路
線
７
箇
所
全
て

を
発
注
し
、
復
旧
に
取
り
組
ん

で
い
る
所
で
す
。

「
町
道
高
丘
北
線
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
抜
本
的
改
善
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
破
損

路
面
の
復
旧
、
排
水
施
設
の
改

善
・
清
掃
等
維
持
管
理
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

議
員

国
の
出
先
機
関
改

革
に
つ
い
て

８
月
２０
日
、
本
町
を
含
む
奄

美
大
島
の
５
市
町
村
と
国
交
省

九
州
地
方
整
備
局
は
「
大
規
模
災

害
時
応
援
協
定
」
を
締
結
し
た
。

そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

協
定
書
の
応
援
内
容
は
、

次
の
５
つ
の
事
項
の
実
施
に
係

る
資
機
材
及
び
職
員
の
応
援
に

関
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

①
所
管
施
設
の
被
害
状
況
の
把

握②
情
報
連
絡
網
の
構
築

③
現
地
情
報
連
絡
員
の
派
遣

④
災
害
応
急
措
置

⑤
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る

事
項
。

議
員

市
街
地
の
活
性
化

に
つ
い
て

本
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

に
あ
る
「
旧
ラ
イ
ベ
ス
ト
イ
ン
奄

美
」
、
「
旧
よ
し
お
か
」
等
の
再

生
・
利
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か

伺
い
ま
す
。

町
長

い
ず
れ
も
個
人
の
所
有

で
あ
り
、
再
生
・
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
調
査
研
究
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

市
街
地
の
活
性
化
等
に
お
い

て
は
、
総
務
省
の
「
中
心
市
街

地
再
活
性
化
特
別
対
策
事
業
」

等
の
適
用
に
つ
い
て
調
査
検
討

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

「
六
次
産
業
化
」
の

取
組
に
つ
い
て

沖
縄
県
石
垣
市
で
は
、
市
が
管

理
す
る
「
石
垣
市
パ
パ
イ
ヤ
研
究

所
」
と
農
家
が
連
携
し
、
「
パ
パ

イ
ヤ
」
の
安
定
生
産
、
製
品
開
発
、

市
場
調
査
、
販
売
戦
略
等
に
積
極

的
に
取
組
ん
で
い
る
。
本
町
も
独

自
の
農
林
水
産
物
を
絞
り
込
み

「
六
次
産
業
化
」
に
取
組
む
べ
き

と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町
長

本
町
の
主
要
作
物
の
パ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
と
タ
ン
カ

ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
付
加
価

値
を
つ
け
た
商
品
開
発
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
も
、
独
自
の
農
林
水
産

物
を
絞
り
込
み
農
家
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
新
商
品
の
開
発

等
に
取
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員

雇
用
対
策
に
つ
い

て
奄
美
市
で
は
地
元
で
の
就
職

の
促
進
、
雇
用
の
確
保
を
目
的
と

し
た
「
高
卒
ル
ー
キ
ー
雇
用
奨
励

補
助
事
業
」、「
地
域
産
業
雇
用
奨

励
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
等
の
雇
用
対

策
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
。
本
町

も
若
者
の
雇
用
の
場
を
確
保
し
、

人
口
流
出
を
止
め
る
た
め
に
も

独
自
の
事
業
導
入
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町
長

こ
れ
ま
で
国
・
県
の
制

度
の
も
と
で
緊
急
雇
用
対
策
事

業
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

独
自
の
事
業
導
入
と
な
り
ま
す

と
財
源
確
保
に
つ
い
て
も
、
か

な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

事
業
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

は
有
利
な
補
助
事
業
、
起
債
事

業
が
適
応
で
き
る
も
の
が
な
い

の
か
、
奄
美
市
の
雇
用
対
策
事

業
の
成
果
等
に
つ
い
て
も
調
査

研
究
を
行
い
、
又
、
独
自
の
事

業
導
入
に
つ
い
て
調
査
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い

て
あ
ま
み
シ
マ
博
覧
会
で
は
、

加
計
呂
麻
島
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
瀬

戸
内
町
一
色
単
に
し
て
あ
り
ま

す
が
、
奄
美
群
島
５
島
で
は
な

く
６
島
の
位
置
付
け
で
加
計
呂

麻
島
・
請
島
・
与
路
島
の
枠
を

向野 忍議員

中村義隆議員
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設
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
３
島
か
ら
の
メ
ニ

ュ
ー
提
供
者
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
島
毎
に
は
掲
載
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
事
務
局
と
協
議
し
、

加
計
呂
麻
島
・
請
島
・
与
路
島

の
枠
を
設
け
る
よ
う
お
願
い
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

町
民
の
健
康
増
進

に
つ
い
て

町
に
お
け
る
特
定
健
診
の
受

診
の
現
状
及
び
受
診
率
向
上
の

対
策
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
伺
い

ま
す
。

町
長

本
町
に
お
け
る
特
定
健

診
の
受
診
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２１
年
度
２６
．
３
％
、
２２
年

度
２９
．
８
％
、
２３
年
度
２３
．
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
国
が
示
す
２４

年
度
の
目
標
受
診
率
６５
％
に
は

程
遠
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

議
員

教
育
行
政
に
つ
い

て
１
．
２
０
２
０
年
に
鹿
児
島

国
体
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

８
年
後
を
見
据
え
た
地
元
国
体

選
手
の
育
成
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ

ー
ツ
普
及
事
業
の
取
り
組
み
な

ど
の
お
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う

か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

現
在
の
小
学
校
５
～

６
年
生
が
、
平
成
３２
年
に
な
る

と
二
十
歳
前
後
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し
て

も
、
県
か
ら
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
各
市
町
村
並
び
に
体
協

等
関
係
団
体
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
地
元
選
手
の
育
成
強
化

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

２
．
古
仁
屋
高
校
存
続

に
つ
い
て
、
今
の
古
仁
屋
高
校
を

魅
力
あ
る
高
校
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
一
つ
の
魅

力
と
し
て
、
在
学
中
に
取
れ
る
資

格
検
定
受
験
料
や
模
擬
試
験
料

な
ど
の
助
成
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

８
月
に
発
足
い
た
し

ま
し
た
「
鹿
児
島
県
立
古
仁
屋

高
等
学
校
振
興
対
策
協
議
会
」

議
員

人
口
減
少
の
対
策

に
つ
い
て

１
．
定
住
対
策
（
仮
称
）
条
例

の
制
定
の
時
期
を
具
体
的
に
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
、
企
画
課
長

定
住
対
策

条
例
の
制
定
等
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
他
町
村
の
事
例
等
を
調

査
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
や
実
施

に
あ
た
っ
て
の
財
源
等
の
確
保

の
中
で
、
新
た
な
支
援
策
も
含

め
、
協
議
・
検
討
が
な
さ
れ
ま

す
。
議
員
提
案
の
資
格
検
定
料

及
び
模
擬
試
験
料
の
補
助
に
つ

い
て
も
協
議
会
の
中
で
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

等
に
つ
い
て
も
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
来
年
度
中
に
制
定
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

２
．
古
仁
屋
高
校
の
存

続
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
と
し

て
抜
本
的
な
施
策
を
講
ず
る
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町
長

古
仁
屋
高
校
の
存
続
及

び
振
興
・
発
展
を
支
援
す
る
こ

と
は
、
本
町
の
最
重
要
施
策
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、「
鹿
児
島
県

立
古
仁
屋
高
等
学
校
振
興
対
策

協
議
会
」
を
８
月
に
発
足
さ
せ
、

存
続
及
び
振
興
発
展
に
つ
い
て
、

協
議
・
検
討
を
深
め
、
今
後
の

抜
本
的
な
施
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

３
．
小
中
学
校
の
存
続

対
策
に
つ
い
て
も
併
行
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
加
計
呂
麻
島
の

小
中

学
校
に
適
用
し
て
い
る
親
子
留

学
制
度
に
つ
い
て
、
本
町
全
小
中

学
校
に
適
用
す
る
制
度
に
す
べ

き
と
思
う
が
、
教
育
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

教
育
長

小
中
学
校
の
存
続
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生

徒
数
の
減
少
が
顕
著
で
あ
り
、

学
校
存
続
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

根
本
的
要
因
は
少
子
化
で
あ

り
ま
す
が
、
保
護
者
の
就
職
の

問
題
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
地
元
で
の
雇
用
確
保

対
策
の
促
進
及
び
校
区
外
就
学

岡田弘通議員
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の
弾
力
化
や
親
子
留
学
制
度
等

の
支
援
策
を
講
じ
る
な
ど
、
対

策
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
加
計
呂
麻
留
学
制
度
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
中
学
生

１
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
制
度
を
本
町
の
小
中
学
校

全
て
に
適
用
す
る
の
か
、
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
地
区
を
優

先
的
に
適
用
し
て
段
階
的
に
広

げ
る
べ
き
か
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

農
・
畜
産
の
振
興
に

つ
い
て

①

台
風
等
に
強
い
ハ
ウ
ス

施
設
を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。

②

６
次
産
業
に
向
け
て
、
果

樹
等
の
製
造
・
加
工
・
販
売
等
を

兼
ね
た
施
設
設
置
を
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

③

畜
産
の
生
産
販
売
状
況

と
今
後
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

①

強
い
ハ
ウ
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
島
支
庁
農
政

普
及
課
と
再
三
協
議
を
重
ね
、

２４
年
度
か
ら
は
補
強
型
ハ
ウ
ス

導
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
農
家
の
要

望
に
沿
う
補
助
事
業
を
推
進
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②

付
加
価
値
を
つ
け
た
商

品
開
発
を
行
な
う
上
か
ら
も
、

加
工
・
販
売
施
設
の
設
置
は
必

議
員

高
齢
者
の
生
き
が

い
支
援
に
つ
い
て

１
．「
寄
り
合
い
処
せ
と
う
ち
」

の
利
用
方
法
を
伺
い
ま
す
。

町
長

利
用
時
間
は
、
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

要
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

③

肉
用
牛
の
２３
年
度
販
売

実
績
は
、
約
１
億
５
５
０
０
万

円
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
対
策

は
、
有
利
な
制
度
資
金
等
を
活

用
し
、
安
定
的
な
経
営
が
出
来

る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、

飼
料
畑
の
拡
大
や
放
牧
地
の
整

備
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

年
末
年
始
を
除
い
て
年
中
無
休

で
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用

出
来
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
に
利
用
で
き
、

手
荷
物
一
時
預
か
り
も
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

２
．
身
体
の
悪
い
親
や

妻
を
介
護
し
て
い
る
男
性
の
実

態
状
況
、
こ
の
方
々
の
見
守
り
支

援
活
動
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

町
長

男
性
の
介
護
者
が
３０
．

７
％
、
女
性
が
５７
．
９
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
見
守
り
支
援
活

動
と
し
て
、
介
護
保
険
に
よ
る

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
通
所

サ
ー
ビ
ス
な
ど
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
調
査
し
、
適
正
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

３
．
高
齢
者
の
生
き
が

い
支
援
と
し
て
、
新
た
な
事
業
導

入
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

町
長

高
齢
者
の
生
き
が
い
支

援
対
策
と
し
て
「
高
齢
者
元
気

度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
各
種
介
護
予

防
事
業
の
運
動
教
室
に
参
加
し

た
方
、
健
康
づ
く
り
・
健
診
受

診
率
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た

だ
い
た
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
や

社
会
活
動
に
参
加
し
た
方
に
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商
工
会
の

商
品
券
に
交
換
で
き
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い

て
町
内
外
の
ヨ
ッ
ト
・
ク
ル
ー
ザ

ー
等
が
入
港
で
き
る
マ
リ
ー
ナ

ー
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
を
伺

い
ま
す
。

町
長

ヨ
ッ
ト
・
ク
ル
ー
ザ
ー

等
が
入
港
で
き
る
マ
リ
ー
ナ
ー

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、「
強
い

水
産
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

に
て
、
瀬
久
井
地
区
に
ヨ
ッ

ト
・
ク
ル
ー
ザ
ー
等
が
停
泊
で

き
る
マ
リ
ー
ナ
ー
整
備
を
関
係

機
関
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

清
水
運
動
公
園
整

備
に
つ
い
て

テ
ニ
ス
試
合
進
行
上
必
要
な

管
理
棟
、
カ
ベ
打
ち
施
設
の
整
備

計
画
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

管
理
棟
の
規
模
、
予

算
的
状
況
を
調
査
し
、
今
後
の

活
用
方
策
等
に
つ
い
て
詳
細
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

渡島芳臣議員
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議
員

加
計
呂
麻
留
学
制

度
に
つ
い
て

加
計
呂
麻
留
学
募
集
条
件
及

び
募
集
方
法
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

加
計
呂
麻
に
留
学
し
、

地
域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
子
供
た
ち
の
豊
か
な
人

間
性
を
育
成
し
、
学
校
及
び
地

議
員

ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て一

、
魅
力
あ
る
古
仁
屋
高
校

づ
く
り
に
つ
い
て

古
仁
屋
高
校
が
廃
校
と

な
っ
た
場
合
の
本
町
に
与
え
る

影
響
（
財
政
面
、
経
済
面
の
損

失
額
）
を
伺
い
ま
す
。

古
仁
屋
高
校
が
廃
校
と

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
募
集
方
法

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
広
報

誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
小
中
学
校
長
へ
の
制
度
説

明
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
さ

ら
に
充
実
し
た
広
報
活
動
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

な
っ
た
場
合
の
本
町
教
育
に
与

え
る
影
響
を
伺
い
ま
す
。

町
長

財
政
面
で
は
教
職

員
の
町
県
民
税
約
１
０
６
０
万

円
、
普
通
交
付
税
２
０
０
０
万

円
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
り
、

経
済
面
で
は
教
職
員
の
飲
食
費

等
で
３
６
２
８
万
円
減
額
、
保

護
者
の
下
宿
代
等
１
億
２
９
６

０
万
円
の
負
担
増
と
な
り
概
算

で
総
額
１
億
９
６
４
８
万
円
に

上
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

高
校
教
育
を
受

け
ら
れ
な
い
生
徒
が
で
て
く
る
、

町
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
と
の

連
携
が
な
く
な
る
な
ど
児
童
生

徒
へ
の
計
り
知
れ
な
い
影
響
と
、

本
町
の
教
育
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

議
員

二
、
２
０
１
２
年
度
末

期
限
切
れ
と
な
る
、
離
島
振
興

法
の
改
正
に
伴
う
「
離
島
活
性

化
交
付
金
の
創
設
」「
離
島
特
区

制
度
」
へ
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

「
離
島
活
性
化
交
付
金

の
創
設
」「
離
島
特
区
制
度
」
に

つ
い
て
は
奄
美
群
島
１２
市
町
村

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
奄
美
群

島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
等
の

会
議
の
中
で
検
討
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
員

議
会
か
ら
の
意
見

（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

関
係
）
に
つ
い
て

①

「
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
（
社
会
参
加
型
）
」
に
つ
い

て
②

豪
雨
時
の
「
古
仁
屋
小

学
校
周
辺
の
排
水
対
策
」
に
つ
い

て町
長

①

高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
の
促
進
、
社

会
参
加
活
動
を
通
じ
た
生
き
が

い
づ
く
り
を
推
進
し
、
同
時
に

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
高
齢
者
元
気
度
ア

ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
実

施
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

町
づ
く
り
に
つ
い

て１
．
町
職
員
の
人
事
・
採
用
に
あ

っ
て
は
条
件
・
基
準
は
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

教
育
長

②

鹿
児
島
県
大
島

支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
へ
要
望
書

を
提
出
し
、
説
明
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
瀬
戸
内
事
務
所
と
し
て

新
た
な
調
査
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
瀬
戸
内
町
青
少
年
育
成
基
金
へ

の
町
費
か
ら
の
積
立
に
つ
い
て

・
清
水
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

抜
本
改
修
に
つ
い
て

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
用
地
確

保
に
つ
い
て

町
長

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、

特
に
条
件
・
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
。
採
用
に
つ
い
て
は
、「
瀬
戸

内
町
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規

則
」
に
則
り
、
１８
歳
か
ら
３０
歳

ま
で
の
方
で
、
県
町
村
会
の
統

一
職
員
候
補
者
筆
記
試
験
、
口

述
試
験
、
身
体
検
査
等
の
競
争

試
験
に
よ
る
採
用
と
医
師
、
獣

医
師
、
保
健
師
等
の
選
考
に
よ

る
採
用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

鎌田愛人議員

池田啓一議員
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議
員

２
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
職
員
の
活
動
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

町
長

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担

当
職
員
は
、
町
民
誰
も
が
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
い
た
だ
く
た
め

の
第
一
歩
と
し
、
地
域
で
話
し

合
い
、
触
れ
合
い
な
が
ら
、
ニ

ー
ズ
の
把
握
や
情
報
提
供
に
努

め
る
も
の
で
す
。

議
員

そ
の
活
動
が
見
え
な
い
。

素
晴
ら
し
い
要
綱
も
出
来
て
い

ま
す
、
要
綱
ど
お
り
動
い
て
頂
き

た
い
。

議
員

３
．
せ
と
う
ち
Ｆ
Ｍ
の

現
状
と
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま

す
。

町
長

嘉
徳
地
区
の
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ

放
送
施
設
の
整
備
が
終
了
し
、

現
在
は
嘉
鉄
・
蘇
刈
・
伊
須
方

面
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
出
来
る
だ
け
早
く
難
聴
地

域
を
解
消
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

議
員

４
．
町
の
産
業
の
振
興

策
を
示
し
て
下
さ
い
。

①

漁
業
に
つ
い
て

公
共
事
業
に
つ
い
て

町
長

①

漁
食
普
及
活
動
や

地
元
水
産
物
の
販
売
促
進
、
水

産
物
の
自
給
率
向
上
を
目
指
し
、

漁
業
者
の
生
活
安
定
に
向
け
漁

協
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
推
進

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
さ
ら
な
る
漁
場
環
境

保
全
に
努
め
、
更
に
加
工
開
発

を
推
進
し
、
よ
り
生
産
性
の
高

い
安
定
し
た
水
産
業
の
振
興
策

を
図
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②

各
種
公
共
事
業
に
よ
り

地
域
経
済
は
、
大
き
く
支
え
ら

れ
て
き
た
と
考
え
ま
す
。
近
年

は
、
３
年
連
続
の
集
中
豪
雨
・

暴
風
雨
災
害
に
よ
り
多
大
の

被
害
を
被
り
、
災
害
復
旧
事
業

費
は
大
幅
に
増
大
し
ま
し
た
。

公
共
事
業
の
予
算
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
国
庫
補

助
事
業
や
県
補
助
を
有
効
活

用
し
、
併
せ
て
交
付
税
措
置
の

高
い
起
債
事
業
を
活
用
す
る

な
ど
、
公
共
事
業
の
予
算
の
確

保
に
努
め
産
業
の
振
興
に
繋

げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

〇
そ
の
他
の
質
問

★
農
業
・
林
業
・
商
業
の
振
興

策
に
つ
い
て

第
３
回
定
例
会
で
は
、
総
務

経
済
常
任
委
員
会
（
向
野

忍

委
員
長
）、
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
（
鎌
田

愛
人
委
員
長
）、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
調
査
特

別
委
員
会
（
岡
田

弘
通
委
員

長
）
、
議
会
運
営
委
員
会
（
林

健
二
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
て

い
た
案
件
に
対
し
て
の
委
員
長

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
）

本
町
の
デ
イ
ゴ
の
木
は
、
デ

イ
ゴ
ヒ
メ
コ
バ
チ
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
の
で
、
駆
除
方
法
等

を
調
査
し
、
本
町
の
重
要
な
観

光
資
源
の
保
護
等
を
図
る
目
的

と
し
て
、
沖
縄
県
竹
富
町
を
調

査
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

デ
イ
ゴ
ヒ
メ
コ
バ
チ
は
、
平

成
１７
年
５
月
に
石
垣
島
で
確
認

さ
れ
、
以
後
、
各
地
に
被
害
が

拡
大
し
ま
し
た
。
体
長
１
～
１．６

㎜
の
虫
で
デ
イ
ゴ
の
若
い
葉
や

茎
に
寄
生
し
て
虫
こ
ぶ
を
形
成

し
、
寄
生
密
度
が
多
い
と
葉
を

落
葉
さ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は

枯
死
に
至
る
。

平
成
２１
年
１１
月
、
竹
富
島
の

種
子
取
祭
（
タ
ナ
ド
ゥ
イ
）
で
、

世
持
御
嶽
（
ユ
ー
ム
チ
ウ
タ
キ
）

の
デ
イ
ゴ
が
枯
れ
、
駆
除
に
あ

た
り
竹
富
島
の
島
民
や
出
身
者

で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

薬
剤
購
入
費
用
と
し
て
、
竹
富

公
民
館
よ
り
２
１
０
万
円
を
借

り
入
れ
、
樹
幹
注
入
の
作
業
は
、

島
民
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

い
、
平
成
２３
年
に
は
、
デ
イ
ゴ

が
約
６
年
ぶ
り
に
開
花
し
た
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、「
駆
除
方
法
は
薬

剤
の
樹
幹
注
入
の
ほ
か
何
か
試

み
て
い
る
か
、
老
木
や
巨
木
に

は
効
果
が
あ
る
か
。」
と
の
質
疑

に
対
し
、「
樹
幹
注
入
の
み
で
あ

り
、
巨
木
に
樹
幹
注
入
の
駆
除

作
業
を
し
て
効
果
が
あ
っ
た
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

竹
富
島
で
は
、
平
成
２２
年
１

月
か
ら
平
成
２３
年
３
月
ま
で
の

所
管
事
務
調
査

『
デ
イ
ゴ
ヒ
メ
コ
バ
チ
撲
滅
の

取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
』
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１
年
余
、
ヒ
メ
コ
バ
チ
駆
除
活

動
を
薬
剤
購
入
費
用
集
め
か
ら

注
入
作
業
ま
で
全
て
島
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
行
っ
た
結

果
、
そ
の
住
民
活
動
が
花
開
き
、

約
６
年
ぶ
り
に
島
の
デ
イ
ゴ
の

ほ
と
ん
ど
を
開
花
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
本
町
は
、
平
成
２０
年
、
２２

年
、
２３
年
と
合
計
１
５
９
１
万

３
千
円
の
駆
除
費
用
を
か
け
て

い
る
が
、
被
害
木
の
再
生
、
開

花
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
た
。

『
デ
イ
ゴ
ヒ
メ
コ
バ
チ
撲
滅

の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
』

意
見

１
．
石
垣
島
や
竹
富
島
等
に
お

い
て
は
、
樹
齢
２
０
０
～
３
０

０
年
の
大
木
、
老
木
に
も
樹
幹

注
入
を
施
し
、
樹
勢
が
回
復
し

開
花
が
見
ら
れ
た
と
の
結
果
で

あ
る
。
本
町
に
お
い
て
も
早
急

に
情
報
収
集
を
徹
底
し
、
樹
幹

注
入
と
地
上
散
布
、
そ
の
他
の

駆
除
方
法
と
の
比
較
実
験
を
行

い
、
効
果
あ
る
駆
除
方
法
の
確

立
を
図
ら
れ
た
い
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
だ
け

で
な
く
農
林
課
と
の
連
携
を
密

に
し
、
竹
富
町
等
の
先
例
地
や

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
等
を
調
査
し
、
古
仁

屋
高
校
の
存
続
・
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
垂
水

国
・
県
・
大
学
及
び
関
係
機
関

と
積
極
的
に
情
報
交
換
し
、
駆

除
体
制
の
早
期
確
立
を
図
ら
れ

た
い
。

３
．
ヒ
メ
コ
バ
チ
駆
除
に
対
す

る
補
助
事
業
の
継
続
的
な
予
算

確
保
及
び
拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

４
．
町
内
の
ほ
ぼ
全
域
の
デ
イ

ゴ
（
４
８
２
本
）
が
被
害
に
遭

い
、
奄
美
大
島
全
域
に
拡
大
し

て
い
る
。
本
町
に
お
け
る
一
斉

駆
除
の
み
で
な
く
、
他
市
町
村

と
連
携
を
取
り
ヒ
メ
コ
バ
チ
撲

滅
に
向
け
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

市
、
県
教
育
委
員
会
、
島
根
県

海
士
町
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
概

略
次
の
と
お
り
で
す
。

●
垂
水
市

魅
力
あ
る
垂
水
高
校
づ
く
り

の
５
つ
の
柱
と
振
興
・
支
援
策

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

平
成
２４
年
度
の
振
興
・
支
援

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

支
援
策
を
４６
項
目
設
定
し
、
う

ち
１１
項
目
を
予
算
化
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
運
営
費
等
２
万
円
。

垂
水
高
校
補
助
金
（
部
活
動
活

性
化
の
費
用
等
）
８
０
万
円
。

検
定
試
験
等
補
助
金
（
英
語
、

数
学
、
漢
字
能
力
、
珠
算
、
電

卓
、
簿
記
検
定
、
家
庭
科
系
の

検
定
な
ど
１０
種
類
に
対
し
、
種

目
一
人
１
回
の
検
定
受
験
料
の

補
助
金
を
支
給
）
８
２
万
３
千

円
、
計
１
６
４
万
３
千
円
と
の

こ
と
で
し
た
。

「
魅
力
あ
る
垂
水
高
校
づ
く

り
５
つ
の
柱
」
の
基
本
方
針
と

し
て
、
①
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
。
②
進
学
・
就
職
の
充
実
。

③
未
来
を
担
う
人
材
づ
く
り
。

④
垂
水
市
の
地
域
振
興
。
⑤
垂

水
高
校
と
関
係
団
体
と
の
連
携
。

以
上
の
５
項
目
を
柱
に
振
興
支

援
策
の
立
案
、
推
進
を
図
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

大
島
学
区
に
お
け
る
高
等
学

校
の
適
正
な
配
置
の
考
え
方
と

学
科
の
配
置
（
特
に
水
産
関
係

学
科)

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

県
と
し
て
は
、
地
域
に
お
け

る
高
校
の
実
情
を
踏
ま
え
、
個

別
に
検
討
し
て
い
く
方
針
で
あ

り
、
今
後
は
、
募
集
停
止
は
行

わ
ず
様
子
を
見
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

水
産
関
係
学
科
に
つ
い
て
は
、

実
習
船
や
卒
業
生
の
出
口
の
問

題
等
も
あ
り
、
水
産
高
校
を
維

持
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
外
か
ら
入

学
さ
せ
る
に
し
て
も
、
町
の
財

政
的
支
出
も
あ
る
。
県
と
し
て

も
見
通
し
が
立
た
な
い
と
財
政

的
な
支
援
は
で
き
な
い
と
の
考

え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
島
根
県
海
士

あ

ま

町
（
島
根
県
立

隠
岐

お

き

島
前

ど
う
ぜ
ん

高
等
学
校
）

「
島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
島
根
県

隠
岐
諸
島
（
中
ノ
島
）
に
あ
る

島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
を
調

所
管
事
務
調
査

『
魅
力
あ
る
古
仁
屋
高
校
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
』

青々と葉が生い茂り、樹勢が

回復した竹富島のデイゴの木
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査
し
ま
し
た
。（
今
回
は
、
古
仁

屋
高
校
の
教
頭
先
生
に
同
行
を

願
い
ま
し
た
。
）

〇
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背

景
と
経
緯

島
前
高
校
は
急
激
な
少
子
化

の
進
行
を
受
け
、
生
徒
数
が
激

減
、
島
根
県
の
高
校
統
廃
合
の

基
準
で
あ
る
「
入
学
者
２１
人
」

の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
切
る
可

能
性
が
出
て
き
た
こ
と
や
、
廃

校
に
な
っ
た
場
合
、
地
域
文
化

や
行
事
の
維
持
困
難
な
ど
高
校

の
存
続
は
島
の
存
続
危
機
に
直

結
す
る
問
題
で
あ
る
と
の
強
い

思
い
が
背
景
に
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

魅
力
化
へ
の
ス
タ
ン
ス
と
し

て
、「
存
続
」
を
目
指
す
と
存
続

し
な
い
。
生
徒
が
「
行
き
た
い
」
、

保
護
者
が
「
行
か
せ
た
い
」、
地

域
が
「
活
か
し
た
い
」
と
思
う

「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
す
」
と
し
、
次
の
３
つ
の
主

な
指
針
を
掲
げ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

（
指
針
１
）
一
人
ひ
と
り
の
力

を
最
大
限
に
伸
ば
せ
る
教
育
環

境
の
整
備

（
指
針
２
）
地
域
の
未
来
を
つ

く
る
人
材
の
育
成

（
指
針
３
）
全
国
か
ら
も
意
欲

あ
る
生
徒
を
募
集

〇
海
士
町
の
予
算

５
人
の
町
職
員
を
高
校
に
派

遣
、
人
件
費
を
含
め
６
３
６
２

万
９
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、

財
源
は
補
助
金
、
過
疎
債
、
特

別
交
付
税
な
ど
か
ら
捻
出
、
一

般
財
源
か
ら
の
支
出
は
８
２
５

万
３
千
円
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
、
島
前
内
の
入
学
者
も
増
え

た
が
、
島
外
か
ら
の
入
学
者
が

平
成
２４
年
度
に
は
２３
人
と
急

増
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
本
町
及
び
古
仁
屋
高
校
の
取

り
組
み

・
本
町
に
お
い
て
は
、「
修
学
旅

行
助
成
事
業
（
１
人
２
万
円
の

助
成
）
」
、「
部
活
動
活
性
化
助
成

事
業
（
年
間
５
０
万
円
の
助

成
）
」
、「
生
徒
通
学
費
等
補
助
事

業
（
通
学
距
離
６
㎞
を
超
え
る

生
徒
が
対
象
）
」
、「
大
学
入
学
一

時
金
貸
付
基
金
事
業
（
貸
付
金

一
人
１
０
０
万
円
の
毎
年
度
３

人
以
内
）
」
。
古
仁
屋
高
校
振
興

対
策
協
議
会
の
設
立
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

・
古
仁
屋
高
校
か
ら
は
、
教
員

加
配
を
要
請
し
実
現
し
た
こ
と
。

基
礎
学
力
定
着
の
た
め
の
取
り

組
み
や
進
路
指
導
の
個
別
指
導

の
徹
底
で
の
実
績
、
広
報
活
動

の
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
た
。

『
魅
力
あ
る
古
仁
屋
高
校
づ

く
り
に
関
す
る
調
査
』
意
見

１
．「
高
校
選
択
の
理
由
」
等
に

つ
い
て
、
町
内
全
て
の
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

の
分
析
を
さ
れ
た
い
。

２
．
古
仁
屋
高
校
の
「
良
い
と

こ
ろ
・
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
」

等
に
つ
い
て
、
古
仁
屋
高
校
生

徒
そ
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
分
析
さ
れ
た
い
。

３
．「
大
島
高
校
を
選
択
し
た
理

由
」
等
に
つ
い
て
、
大
島
高
校

へ
進
学
し
た
本
町
出
身
生
徒
と

そ
の
保
護
者(

町
役
場
職
員
）
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
分
析
さ
れ
た
い
。

４
．「
広
報
せ
と
う
ち
」
を
活
用

し
、
古
仁
屋
高
校
の
現
状
を
広

く
町
民
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
い
。

５
．
部
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
支
援
・
協
力

を
図
ら
れ
た
い
。

６
．
部
活
動
を
通
し
て
の
古
仁

屋
高
校
と
町
内
中
学
校
の
連

携
・
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ま
れ
た
い
。

７
．
古
仁
屋
高
校
の
振
興
に
係

わ
る
予
算
の
増
額
を
図
り
、
そ

の
財
源(

国
県
補
助
事
業
、
過
疎

債
等)

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

８
．
瀬
戸
内
町
名
誉
町
民
「
瀬

田
良
市
」
大
学
入
学
一
時
金
貸

付
基
金
の
一
部
を
有
効
活
用
し
、

古
仁
屋
高
校
の
振
興
を
図
ら
れ

た
い
。

９
．
各
種
検
定
受
験
・
模
試
受

験
等
の
費
用
に
つ
い
て
も
、
町

補
助
金
の
予
算
化
を
図
ら
れ
た

い
。

１０
．
役
場
庁
内
に
古
仁
屋
高
校

の
振
興
対
策
に
係
わ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
「
鹿

児
島
県
立
古
仁
屋
高
等
学
校
振

興
対
策
協
議
会
」
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
当
協
議
会
の
円

滑
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

以
上
の
意
見
を
踏
ま
え
、
古

仁
屋
高
校
の
２
ク
ラ
ス
維
持
に

最
大
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

島根県立隠岐島前高校を 

調査する文教厚生委員 
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本
町
は
、
平
成
２２
年
、
２３
年
、

そ
し
て
本
年
６
月
と
３
年
連
続

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
改
め
て
地
域
や
防

災
対
策
を
見
直
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
本
町
の
最
も
優
先
す
べ
き

課
題
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
大

島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
、
県
危

機
管
理
防
災
課
、
霧
島
市
、
湧

水
町
、
県
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー

等
を
調
査
を
い
た
し
、
次
の
意

見
を
町
当
局
へ
提
出
し
ま
し
た
。

『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
』
意
見

１
．
災
害
応
急
対
策
へ
の
備
え

①
災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の

整
備
促
進
。
②
孤
立
集
落
防
止

対
策
及
び
災
害
時
要
援
護
者
支

援
体
制
。
③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
と
海
抜
表
示
板
等
の
設

置
。
④
避
難
所
の
整
備
、
機
能

の
充
実
等
に
早
急
に
取
り
組
む

こ
と
。

２
．
町
民
の
防
災
活
動

①
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強

化
。
②
防
災
教
育
等
の
充
実
。

③
災
害
時
の
協
力
体
制
の
充

実
・
拡
充
等
に
努
め
る
こ
と

３
．
災
害
未
然
防
止
の
た
め
の

施
設
整
備

①
河
川
改
修
・
治
山
事
業
・
防

災
対
策
関
連
事
業
等
の
整
備
促

進
に
努
め
る
こ
と
。
②
河
川
・

側
溝
等
の
土
砂
除
去
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
古
仁
屋
市

街
地
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
、

国
・
県
補
助
事
業
等
研
究
調
査

に
努
め
る
こ
と
。
③
用
地
担
当

職
員
の
増
員
・
充
実
等
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
。

４
．
災
害
復
旧
の
支
援
対
策
に

努
め
る
こ
と
。

５
．
災
害
に
強
い
電
気
通
信
施

設
整
備
を
図
る
よ
う
電
気
通
信

業
界
へ
強
く
要
請
し
て
い
た
だ

私
た
ち
地
方
議
会
が
、
会
議

の
様
子
を
住
民
に
公
開
し
、
も

っ
と
議
会
を
知
っ
て
頂
こ
う
と

い
う
事
か
ら
、「
議
会
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
」
に
つ
い
て
、

さ
つ
ま
町
、
奄
美
市
を
調
査
し

ま
し
た
。

両
市
町
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
開
始
後
の
成
果
と
し
て
、

・
議
員
、
当
局
共
に
程
よ
い
緊

張
感
が
生
ま
れ
た
。

き
た
い
。

以
上
、
町
防
災
計
画
を
早
急

に
見
直
し
、
具
体
的
な
実
施
計

画
の
策
定
を
行
い
、
こ
れ
を
推

進
す
る
た
め
の
防
災
・
減
災
対

策
等
の
検
討
委
員
会
等
も
設
置

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

・
市
民
や
職
員
だ
け
で
な
く
、

島
外
の
方
も
本
会
議
を
見
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
職
員
が
、
自
ら
作
成
し
た
答

弁
書
の
行
方
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
議
会
に
職
員
全
員
が
参
加

で
き
る
仕
組
み
が
で
き
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
た
。

『
議
会
の
広
報
等
に
関
す
る

調
査
』
意
見

１
．
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
本
町
に
お
い
て
も
議
会

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
行

う
た
め
の
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
ら
れ
た
い
。

２
．
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
公

開
・
情
報
発
信
を
行
う
事
に
よ

り
、
本
島
側
と
加
計
呂
麻
島
・

請
島
・
与
路
島
と
の
情
報
格
差

の
是
正
を
図
ら
れ
た
い
。

３
．
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
際
に
は
、
議
会
側
と
十
分

な
協
議
を
さ
れ
た
い
。

『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
調
査
』

湧水町にて調査を行う

特別委員会委員

さつま町にて調査を

行う議会運営委員

『
議
会
の
広
報
等
に
関
す
る

調
査
』

◇
今
回
号
を
以
て
、
私
達
編
集
委

員
の
任
期
も
終
了
と
な
り
ま
す
。

◇
議
会
の
状
況
を
少
し
で
も
皆
様

に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
の
思
い

で
、
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
き

ま
し
た
。
次
号
以
降
も
、
ご
愛
読

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◇
４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
編
集
委
員
一
同
）
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災害に遭われたときの納税の猶予・申告などの期限延長について

今般の奄美地方における台風による災害に遭われた皆様に心からお見舞い申し

上げます。 

なお、災害に遭われたときには、次のような手続き等があります。 

【納税の猶予】 

 災害により、相当の損失を受けられ、納付期限までに納税できない場合は、所轄税

務署長に「納税の猶予申請書」を提出することにより、次のとおり納税の猶予を受け

ることができます。 

一 損失を受けた日に納付期限が到来していない国税 

（１）損失を受けた日以後一年以内に納付すべき国税→納期限から一年以内に納税 

（２）所得税の予定納税や法人税・消費税の中間申告分→確定申告書の提出期限ま

でに納税 

二 既に納期限の到来している国税 

一時に納付することができないと認められる国税→原則として一年以内に納税 

【申告などの期限の延長】 

  災害により、申告、納付などをその期限までにできないときは、その理由のやん

だ日から二か月以内の範囲で、その期限が延長されます。 

→所轄の税務署長に申告、納付などの期限の延長を申請し、その承認を受けること

になります

【所得税の軽減・免除】 

 災害によって、住宅や家財などに損害を受けたときは、一定要件の下、確定申告で

①「所得税法」に定める雑損控除による方法、②「災害減免法」に定める税金の軽減

免除による方法、のいずれか有利な方法を選ぶことによって、所得税の全部又は一部

を軽減することができます。 

詳しい内容については、「国税庁のホームページ（WWW.nta.go.jp）画面左側のタ

ックスアンサー内にある『災害を受けたら』」をご覧になるか、または、税務署へご

相談ください。 

大島税務署 

（電話 〇九九七 五二 四三二一）

※自動音声案内に従い「２」番を選択してください。
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食生活改善推進員養成講座のご案内 

第６４回 人権週間 

古仁屋小学校附属幼稚園園児募集のお知らせ 

古仁屋小学校附属幼稚園では、平成２５年度の入園児を募集しています。

○ 募集期間

  平成２４年１２月３日（水）～１２月２８日（金）

○ 募集園児

  ５歳児 平成１９年４月２日～平成２０年４月１日までに生まれた子供

  ４歳児 平成２０年４月２日～平成２１年４月１日までに生まれた子供

 ○ 保育内容

  遊びの中から人間として「豊かな感性」「思いやりのある心」「生きる力」を育む

○ 経 費

 保育料 ２千円  入園料 ７百円

○ 給食（給食費）と弁当

 給食 毎週 月 火・金 1日平均 ２９０円 弁当 毎週 木

○ 保育時間

 月・火・木・金 午前８時１５分～午後２時

 水曜日 午前８時１５分～午前１１時４５分

○ 預かり保育

 幼稚園の教育時間終了後、家庭の事情により在園児を午後６時まで預かる

 【問合せ先】 瀬戸内町教育委員会 学校教育係 ℡ 72-0113

養成期間   平成25年2月～平成25年3月 

詳しくは・・・・保健福祉課保健予防係 72-1068 担当 西田までご連絡ください。 

重点目標 みんなで築こう 人権の世紀

～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～ 

期 間  平成２４年12月４日（火）～ 

12月10日（月） 

  人権週間は，昭和23年（１９４８年）12月１０日の国連 
総会において「世界人権宣言」が採択されたことを記念して
定められたもので，今年で６４周年を迎え，全国各地で人権に 
関する各種の啓発活動が実施されます。 
この機会に，皆さんも身近なことから人権について考えてみ 
ませんか。 

教育相談室 ℡０９９７－７２－０９９５（月・水・金） 

食という字は人を良くすると書きます。皆さんも、自分のため、家族

のため、町のために食を学び、食生活改善推進員として一緒に活動

しませんか？      

「

言い

ち
ゃ
ん
言
葉

ゆ
む
た

や

飲
ぬ
ぅ
む

く
ん
み
や
な
ら
む

」

一
度
口
か
ら
出
し
た
言
葉
は
、
飲
み
込
む

こ
と
は
で
き
な
い
。
も
の
の
言
い
方
に
は
充

分
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
ゆ
す
ぃ
ぐ
と
ぅ
集
」
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          平成 25 年度高丘保育所入所募集案内  

平成２5年４月から保育所に入所を希望する児童の申込受付をします。 

【対象保育所及び募集人員】 

 高丘保育所（１２０人） 

※ 希望者が多数の場合、入所基準により調整を行いますので、入所できない

場合があります。 

【入所基準】（原則として本町に居住する者で、次のいずれかに該当する児童） 

 ① 児童の親が家庭の外で仕事をしている。 

 ② 児童の親が家庭で児童と離れて日常の家事以外の仕事をしている。 

 ③ 死亡，行方不明，拘禁などの理由により親がいない家庭。 

 ④ 親が出産の前（８週）、出産後（８週）、病気、負傷、心身障害の常態にある。

 ⑤ 親が家庭内の病人や心身障害を有する人の看護にあたる。 

 ⑥ 家庭に自然災害などの不幸があり、その復旧にあたる間。 

 ⑦ 町長が認める前号に類する状態にあること。（学校への通学、職業訓練、

仕事を探すため常に外に出かけている等。） 

※ 求職中で入所する場合は、保育期間は２か月となります。 

【提出書類】 

① 保育所入所申込書

 ② 世帯の成人全員の就労証明書 

 ③ 世帯の成人全員の課税証明書（平成２4年度） 

 ④ 世帯の成人全員の確定申告書写し，又は源泉徴収票（平成２4年分） 

 ⑤ 入所を希望する児童の健康診断書（新規入所のみ） 

 ⑥ その他の証明証等（疾病，病人看護，出産「母子手帳の写し」） 

【申込み期間】 平成２5年１月7日（月）から２月8日（金）まで 

【申込み・問合せ先】 町民課 児童母子係 ７２－１０６０（直通） 

 ○ 瀬戸内町保育所入所選考基準 調整基準 （1）加算調整指数 

条          件 指数 

1 生活保護世帯 3 

2 ひとり親またはこれに準ずる世帯 3 

3 父母ともに身体障害者手帳１～２級又は精神障害者保健福祉手帳１～３級の障害者 2 

4 継続入所児童 2 

5 申込児童の兄弟が既に入所中 1 

6 育児休業法に伴う育休明け及び産休明けで職場復旧する場合 1 

○ 瀬戸内町保育所入所選考基準 調整基準 （2）減算調整指数

条         件 指数 

1 父母を除く同居の親族に保育を当たれる人がいる場合 1 

2 申込児童以外の就学前児童を自宅で保育している場合 1 

3 広域入所（瀬戸内町に勤務地がある場合など） 2 

4 保育料を滞納している場合（既卒者を含む） 5 
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           瀬戸内町保育所入所選考基準表  

保 護 者 の 状 況 基準

指数 

1 

類  型 細               目 

居宅外労働 

（常勤・パ

ート・自営

業） 

週５日以上の就労 日中８時間以上の就労 10 

日中６時間以上８時間未満の就労 9 

日中４時間以上６時間未満の就労 8 

週４日の就労 日中８時間以上の就労 9 

日中６時間以上８時間未満の就労 8 

日中４時間以上６時間未満の就労 7 

週３日の就労 日中８時間以上の就労 8 

日中６時間以上８時間未満の就労 7 

日中４時間以上６時間未満の就労 6 

週２日以下の就労 4 

2 

居宅内労働

（農業者も

含む） 

週５日以上の就労 日中８時間以上の就労 10 

日中６時間以上８時間未満の就労 9 

日中４時間以上６時間未満の就労 8 

週４日の就労 日中８時間以上の就労 9 

日中６時間以上８時間未満の就労 8 

日中４時間以上６時間未満の就労 7 

週３日の就労 日中８時間以上の就労 8 

日中６時間以上８時間未満の就労 7 

日中４時間以上６時間未満の就労 6 

週２日以下の就労 4 

3 出産の場合 産前２か月、産後２か月 6 

4 

病気 

負傷 

心身障害 

病気・負傷 １か月以上の入院 10 

居宅内療養で保育にあたることができない状態 9 

心身障害者 身体障害者手帳１～2級、療育手帳A 10 

身体障害者手帳３級、療育手帳B 8 

身体障害者手帳４級 6 

5 

看護 

介護 

病院、施設等の看

護、介護 

１か月以上の入院、入所の看護、介護 
9 

自宅看護、介護 自宅療養中の病人、心身に障害のある者の看

護、介護（心身障害者の場合は３級程度以上） 
8 

6 災害 自然災害により、その復旧に当たる場合 10 

7 

その他 就学 週４日以上日中６時間以上 6 

求職中 入所後、就労を希望 4 

両親のいない家庭 死亡、行方不明、拘禁 10 

特別の支援を要する家庭 児童相談所から通知があった者 10 
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せとなみ・フェリーかけろまの年末年始の運行について 

「せとなみ」は、平成２４年１２月３１日（月）～平成２５年１月４日（金）までの

運行日程を一部変更致します。 

「フェリーかけろま」は、平成２５年１月１日（火）・２日（水）の１・２便を運休

と致します。 

【お問い合わせ先】 古仁屋待合所 ℡ 0997-72-3771  

                   瀬相待合所  ℡ 0997-75-0430 

                   生間待合所  ℡ 0997-76-0619 

                   請阿室待合所 ℡ 0997-76-1175 

                   池地待合所  ℡ 0997-76-1195 

                   与路待合所  ℡ 0997-76-1414 

広報せとうち（19）    １月 4日（金） 瀬戸内町成人式

曜日 便

12/31
（月） 1 11:40 着 ← 11:15 11:05 ← 10:55 10:45 ← 10:00 発 古仁屋発

～

1/3
（木） 2 15:00 発 → 15:25 15:35 → 15:45 15:55 → 16:40 着 古仁屋泊

1 07:50 着 ← ← 07:00 発 古仁屋発

2 08:00 発 → 08:25 08:35 → 08:45 08:55 → 09:40 着 与路発

3 16:10 着 ← 15:45 15:35 ← 15:25 15:15 ← 14:30 発
古仁屋発
与路泊

1/4
(金)

与　路 古仁屋池　地 請阿室

港　名

備　考

古仁屋発 瀬 相 着
07:00 07:25
瀬 相 発 古仁屋着
07:35 08:00
古仁屋発 生 間 着
08:10 08:30
生 間 発 古仁屋着
08:40 09:00

3便
～
７便

⇒

⇒

運休

運休

通　常　運　航

１/１
(火)
・
１/２
(水)

1便

2便

⇒

⇒



１月４日（水） 瀬戸内町成人式     広報せとうち（20）

平成２５年度 建設工事等の指名願い受付について 

下記により建設工事、測量・建設コンサルタント・地質調査等の入札参加資格審査申請書
の受付を行います。 

記 
１．受付期間：平成２５年２月１日(金)～平成２５年４月１日(月) ※消印有効

２．提出書類：様式はＡ４判仕様のファイルとじとし、提出書類には番号順にインデックス（見

出し）を施して下さい。 

(1) 建設工事について 

① 建設工事入札参加資格審査申請書 

② 建設業許可通知書写し 

③ 建設業許可申請書写し(添付書類を含む) 

※  前年度より継続で申請する場合は添付書類は不要。ただし、前回申請後に更新を 

行なった場合は一式の提出が必要。 

④ 経営事項審査結果通知書（経営規模等評価・総合評定値）写し 直近のもの 

※注 全工種に経営事項審査の受審を義務付けておりますので、受注を希望する工種に 

ついて全て経営事項審査を受けてください。 

⑤ 経営事項審査申請書写し(添付書類を含む) 

※  前年度より継続で申請する場合は添付書類は不要。ただし、前回申請後に更新を 

行なった場合は一式の提出が必要。 

⑥ 工事経歴書写し 

⑦ 登記簿謄本 (法人) ※注 建設業許可申請書写しに添付されていれば不要。 

⑧ 身分証明書（個人事業者） 

⑨ 印鑑証明書（法人・個人事業者） 

⑩ 町税等納税証明書（法人は役員全員添付）※注 本町関係分の事業所及び全役員分 

⑪ 各種料金の納付確認及び納付状況等調査承諾書 ※注 本町関係分の事業所及び全役員分

⑫ 労災保険料納入証明書写し 

⑬ 建設業退職金共済事業加入・履行証明書写し 

⑭ 雇用保険料納入証明書写し 

⑮ 消費税及び地方消費税納税証明書（その３） 

⑯ 社会保険料納入確認書（Ｈ.2４.1～2４.12月分） 

⑰ 技術職員名簿（町内業者のみ）※注 最新のもの 

⑱ 特例浄化槽工事業者届出書写し（該当業者）

⑲ 年間委任状（該当業者） 

(2) 測量・建設コンサルタント・地質調査等については国土交通省統一様式とします。 

３．その他 

(1) 瀬戸内町に本社又は営業所を置く事業者の方は、平成２５年度分の受付となります。 

 その他町外事業者の方は、平成２５・２６年度の２箇年分の受付となります。 

(2) 各種証明書等については、提出日３ヶ月以内に発行されたものに限ります。 

(3) 提出後、提出書類の内容に変更・更新が生じた場合は、速やかに変更の届出をして下さい。

(4) 受領書、受付書等が必要な場合は提出書類に同封して下さい。（様式自由） 

 (5) ①、⑪、⑰の様式は、本町のホームページ（暮らし・手続き→各種手続き→入札・契約

関係）よりダウンロード出来ますのでご利用ください。 

○ 提出及び問い合わせ先 

〒894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地 
瀬戸内町役場 建設課 管理係 Tel 72-1111(内線147)・72-1197(直通) 



カンキツグリーニング病の後期調査にご協ください 

～特定健診のお知らせ～ 
今年度の最後の健診です！！ 

１年に１回、身体の点検していますか？ 

健診を受けて、将来の健康へ“投資”しましょう。 

月日 けんしん名 場所 

１月３０日（水） 

～３１日（木） 

受付８時～１０時 

特定健診 中央公民館 

＊医療機関での個別健診は３月まで実施中です。 

 事前に予約して受診されてください。 

＊定期的に病院受診されている方は、情報を提供してください。 

皆さんの健康はもちろん、家族や友人、お隣近所の方にも声をかけ

て、みんなで健診を受けましょう！！

     お問い合わせ：役場保健福祉課 72-1068 まで 

カンキツ類に多大な影響を与え重要病害となっている「カンキツグリーニング病」

の後期調査を下記の日程で行います。本調査は各集落のカンキツ地点（庭木）を任意

に抽出して行い，場合によっては枝・葉を採取しますので，住民の皆様のご理解とご

協力をお願いします。 

調査日時：平成２４年１２月１９日（水）～２０日（木） 

調査箇所：町内４８集落（３０９地点） 

お問い合わせ先 

瀬戸内町役場農林水産課農政係  

瀬戸内町ＣＧ病対策協議会     

TEL：0997-72-1141  ＣＧ病担当 

広報せとうち（21）      １月 4日（金） 瀬戸内町成人式



中央公民館講座講師募集について！ 

検査審査会制度について 

平成25年度の中央公民館講座を下記のとおり開設予定しております。 

つきましては下記講座に伴う講師を募集いたします。 

記 

1 講 座 名  ①英会話講座  ②中国語講座  ③手品師講座 

2 募集期間  平成 25年 1月 7日（月）～平成25年 1月 25日（金） 

3 募集条件  瀬戸内町内に居住する者を原則とし,年齢 70歳未満の者 

4 申込方法  来館での申し込みまたは電話での問い合わせ後,来館され申し込み 

5 申 込 先  瀬戸内町中央公民館 （℡ 0997-72-0363） 

※  講師及び講座の詳細（条件等）については,電話での問い合わせや来館された 

時に説明いたします。 

仕方がないとあきらめていませんか？ 

 ・・・検察審査会があることを知らないために・・・ 

 検察審査会は、国民の中から選ばれた１１人の検察審査員によって、検察官がした不起訴

処分（被害者を裁判にかけないという処分）が果たして正しかったかどうかを審査すること

を主な仕事としています。 

 交通事故や詐欺あるいは窃盗などで被害にあって、警察や検察庁に犯人の処罰を訴えたが、

その事件を裁判にかけてくれないと不満をお持ちの人はありませんか？ 

そういう人は、仕方がないとあきらめる前に、一度、検察審査会の事務局へ相談してくださ

い。※ 費用は一切かかりません。 ※ 秘密は固く守ります。 

（お問合わせは） 奄美市名瀬矢之脇町１番１号 

 鹿児島地方裁判所名瀬支部内 名瀬検察審査会事務局 ℡ 0997-52-5741 

１月４日（火） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（22）



広報せとうち（23）      １月 4日（金） 瀬戸内町成人式

12月 2012年(平成24年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

25 26 27 28 29 30 1 
    ☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎でぃ～う

もろう会 

2 3 4 5 6 7 8 
☆きゅら島

コツコツ継

続コース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な足

腰講座 

◎元気な笑

顔教室 

◎脳の健康

教室 

☆ぽっかぽか

くらぶ 

◎3歳児健診 

◎男の料理教

室 

9 10 11 12 13 14 15 
☆きゅら島

コツコツ継

続コース 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な足

腰講座 

◎元気な笑

顔教室 

◎脳の健康

教室 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

（清水） 

◎でぃ～う

もろう会 

☆親子教室 

（３歳以上）

16 17 18 19 20 21 22 

 ☆きゅら島

コツコツ継

続コース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

◎元気な足

腰講座 

◎脳の健康

教室 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎3ヶ月健診 

☆親子教室 

（３歳以下）

◎元気な笑

顔教室 

（篠川） 

◎でぃ～う

もろう会 

23 
天皇誕生日 

24
振替休日 

25 
☆ぽっかぽ

かくらぶ 

26 27 28 29 

30 31 

○ ぽっかぽかくらぶ、、きゅら島コツコツ継続コース、3歳児健診、3ヵ月児健診 

親子教室、の問合せは、保健福祉課 保健予防係TEL0997-72-1068 （直通） 

 元気な足腰講座、元気な笑顔教室、脳の健康教室、男の料理教室の問合せは、保健福祉

課 地域支援係 TEL 0997-72-1153 （直通） 



１月４日（火） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（24）

～

郷

土

教

育

の

一

環

～

10
月
27
日
、
第
７
回
瀬
戸
内

町
子
ど
も
島
口
・
伝
統
芸
能
大

会
が
瀬
戸
内
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
１５
小
中
学
校
か
ら

１２９
名
が
参
加
し
島
口
で
の
劇

や
島
唄
・
三
味
線
・
集
落
の
伝

統
芸
能
で
あ
る
（
実
久
の
棒
踊

り
）
・（
油
井
豊
年
踊
り
）
な
ど

が
元
気
い
っ
ぱ
い
披
露
さ
れ
、

詰
め
か
け
た
観
客
に
笑
い
と
感

動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

～

観

光

資

源

に

！

～

11
月
3
日
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
奄
美
の
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
２

０
１
２
が
古
仁
屋
の
せ
と
う
ち

物
産
館
で
行
わ
れ
た
。

前
半
で
は
、
奄
美
に
お
け
る

鯨
類
の
歴
史
と
今
に
つ
い
て
６

人
が
登
壇
。

後
半
は
、
奄
美
に
お
け
る
地

元
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
濱

地
武
之
さ
ん
が
カ
ケ
ロ
マ
ホ
エ

ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
の
紹
介

小
木
万
布
さ
ん
は
イ
ル
カ
ウ
ォ

ッ
チ
ン
ク
の
方
法
や
ル
ー
ル
の

取
り
組
み
、
森
恭
一
さ
ん
は
小

笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に
つ
い
て
講
演
し
た
。
最
後
に

総
合
討
論
が
行
わ
れ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
閉
会
し
ま
し
た
。

～

ご

当

地

グ

ル

メ

～

10
月
28
日
、
第
１
回
食
の

祭
典
（
瀬
戸
内
町
Ｐ
Ｒ
推
進
委

員
会
主
催
）
が
海
の
駅
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
町
内
５
店
舗
の

飲
食
店
や
商
工
会
・
漁
協
・
古

仁
屋
高
校
家
庭
科
ク
ラ
ブ
な
ど

が
出
店
し
、
マ
グ
ロ
の
内
臓
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

を
販
売
し
、
そ
の
他
に
約
５０
㌔

の
ク
ロ
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や

刺
身
の
販
売
・
魚
の
つ
か
み
獲

り
な
ど
が
催
さ
れ
、
町
民
の
他

町
外
か
ら
の
来
場
が
多
く
あ
り

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

～

防
火
意
識

の
高
揚
～

10
月
27
日
、
大
島
地
区
消

防
組
合
瀬
戸
内
分
署
が
主
催
し

第
１５
回
自
衛
消
防
大
会
が
同

分
署
庁
舎
前
広
場
で
行
わ
れ
た
。

町
内
の
各
事
業
所
か
ら
３１

名
が
参
加
し
、
各
部
門
で
初
期

消
火
活
動
の
早
さ
を
競
い
ま
し

た
。

◆

消
火
器
の
部

１
位

茨
木
信
活

富
田
商
事
㈱

２
位

福

光
雄

富
田
商
事
㈱

３
位

新

英
一

大
島
石
油
㈱

◆

消
火
栓
の
部

１
位

瀬
戸
内
町
役
場

２
位

瀬
戸
内
徳
洲
会
病
院

３
位

富
田
商
事
㈱

～

重
要
無
形

文
化
財
～

10
月
23
日
（
旧
暦
９
月
９

日
）、
加
計
呂
麻
島
諸
鈍
集
落
大

屯
神
社
で
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
の
諸
鈍
シ
バ
ヤ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
諸
鈍
小
中
学

校
の
生
徒
に
よ
る
相
撲
や
エ
イ

サ
ー
が
催
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
と
し

て
朝
崎
郁
恵
さ
ん
が
登
場
し
島

唄
を
披
露
し
た
。
そ
の
後
に
、

シ
バ
ヤ
１
部
の
６
演
目
と
続
い

て
２
部
の
５
演
目
が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
地
元
住
民
や
島

案
内
人
育
成
講
座
や
あ
っ
ぽ
で

ぃ
２
０
１
２
０
な
ど
の
参
加
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

島

口

・

伝

統

芸

能

大

会

イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第

１

回

食

の

祭

典

自

衛

消

防

大

会

諸

鈍

シ

バ

ヤ



広報せとうち（25）    １月４日（火） 瀬戸内町成人式        

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 10

月に届けられた

分のうち、希望者

のみを掲載してい

ます。 （敬称略）

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

岸

龍
り
ゅ
う

誠せ
い

誠

古
仁
屋

谷

麻ま

矢や

龍
一
郎

生

間

澤

佑ゆ
う

政せ
い

良
一

古
仁
屋

與
島

き
ら
ら

修
作

押

角

泉

虹
那

に

い

な

雅
彦

阿
木
名

仁
科

希き

胡こ

秀
一

古
仁
屋

松
田

涼
り
ょ
う

愛

古
仁
屋

ご
結
婚

お
め
で
と
う

名

前

本

籍

吉
川

雅
道

諸

鈍

泰
山

美
幸

花

富

元
山

晶
弘

古
仁
屋

泰
田

美
智
子

与

路

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

沖
島

文
廣

65

古

志

永
井

ス
エ

98

古
仁
屋

清
二

86

網
野
子

益
山

カ
ヨ

76

於

斉

三
島

善
治

84

網
野
子

伊
村

永
吉

16

久

慈

芝
田

良

81

芝

峯
田

英
一
郎

55

須
子
茂

吉
永

好
秀

44

網
野
子

泉

善
市

76

古
仁
屋

渡
山

ウ
ギ

94

渡

連

勇

武
義

84

蘇

刈

山
畑

悦
子

81

瀬

相

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
10
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

山
田

信
義

シ
ゲ

大

湊

佐
野

喜
代
美

中
江
信
夫

古

志

池
田

ツ
ル

喜

高

丘

永
井

一
豊

ス
エ

船

津

吉

ナ
ツ
子

清
二

網
野
子

三
島

チ
カ

善
治

網
野
子

一
般
寄
付
金
（
社
協
へ
）

（
氏
名
） 

 
 
 
 
(

住
所) 

ア
イ
シ
ョ
ッ
プ
瀬
戸
内
店

船

津

合
計

９
９
，
８
５
９

円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 
 
 
 
 
(

住
所) 

蘇

鉄
嘉

五
千
円

藤
枝
市

登

豊
和

三
千
円

鹿
児
島
市

木
下
和
代

五
千
円

西
宮
市

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
！

年
金
は
，
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
の
納
め

る
国
民
年
金
保
険
料
が
，
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
，
同
時
に
あ
な
た
や
家
族
が
将
来
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
給
付
に
は
，
老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
は
な
く
，
思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
は

障
害
基
礎
年
金
，
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は

残
さ
れ
た
妻
や
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
，
こ
の
よ
う

な
年
金
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
納
付
案

内
書
」
等
に
よ
り
，
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合
に
は
，
再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
，

年
金
事
務
所
及
び
町
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。お

問
合
わ
せ
先

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

０
９
９
７
（５
２
）４
３
４
１

町
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係

（７
２
）１
０
６
０

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日】12月９日（水）

【時 間】午前１０時～午後１時

【場 所】中央公民館

【相談内容】相続・売買等名義変更について

遺言書作成について、成年後見について等

【問合せ先】鹿児島県司法書士会大島支部 

℡ ７２－３６７２（担当：木村）

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー



７

１月４日（火） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（24）

１月４日（火） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（26）

～

町
制
史
上

７
人
目
～

１１
月
１
日
、
瀬
戸
内
町
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
、
医

療
法
人
徳
洲
会
理
事
長
の
徳

田
虎
雄
氏
へ
の
名
誉
町
民
章

贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。９

年
ぶ
り
に
瀬
戸
内
町
を

訪
問
し
た
徳
田
氏
を
町
民
ら

約
２５０
人
が
受
章
を
祝
い
ま

し
た
。

水のトラブルすぐに解決！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄 ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲ 瀬 戸 内 ビ ル シ ス テ ム

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４   

忘忘年年会会・・新新年年会会・・年年のの祝祝・・各各種種宴宴会会予予約約承承りりまますす。。

かごしま県産、特に,瀬戸内産の野菜、 
いのしし、やこう貝、黒まぐろ料理で、 
◇ ご昼食、夜の宴会などでの 
 お客様のご来店をお待ちしてます。 
郷土料理 味園 斉藤美保子 ℡72-2276
営業時間 11：30～14：30 17:00～22：00（オーダーストップ 20：00）

かかごごしし まま地地産産地地消消推推進進店店

☆ せとうちスタンプ会加盟店 ☆

平
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私達は、故人とのお別れの時間を過ごせるようにお手伝いさせていただきたいのです。 

わからないこと、不安なことがありましたら 

ご遠慮なくいつでもご相談ください。 

ご一緒に大切な方のことを考えます。

２４時間受付

私達が提供する 家族葬

早川福祉葬祭 ℡72－4000

お家の心の拠りどころ
仏壇、仏具取り扱っています。 （間取りにあったお品をご用意いたします）

●管理費(年間) 

15,000 円～ 

     35,000 円 

● いつでもお参りが 

  できます。

場所；瀬久井

共同納骨堂

故人との最後のひと時をごく親しいお身内だけでゆっくりと過ごしたいという場
合のお葬式です。 経済的ご負担が軽くてすむ『家族葬』を提案いたします。

真心 こめて御 奉仕 いたします
お墓 参 り代行 ・清 掃 サービス

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

☆ 忙 し く て 時 間 の な い 方
☆ 高 齢 の た め 掃 除 が 大 変 な 方
☆ お 体 が 不 自 由 な 方 
☆ 遠 方 に お ら れ る 方 

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い


